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MPCセットアップガイド 
 

MPC各製品の特長 
 

MPC Live/Live II/One/Xは、コンピューターを必要とせずスタンドアローンで動作します。 

※MPC Studioシリーズ/ MPC TouchはWin/Macに接続する必要があります。 

 

■スタンドアローン MPCモデル 

MPC X：豊富な入出力に加え CV/GATEや専用ボタン、16の QLINKつまみ等を備えた新型 MPC最上位機種。 

MPC Live II：旧 MPC LIVEのアップデートモデル。スピーカーや CV/GATE追加搭載。現行で唯一の充電池内蔵モデル。 

MPC ONE：CV/GATEや専用ボタンを備えたコンパクトかつ軽量 な MPC最新機。 

MPC Live：MPC5000以来のスタンドアローン機。充電池内蔵モデル。販売完了品。 

 

■(Win/Mac)MPC SOFTWARE用 MIDIコントローラーパッド・モデル 

MPC Studio(II)：新たにタッチストリップが搭載された旧 MPC Studioシリーズの最新モデル。 

MPC Touch：MPC初のタッチパネル搭載モデル。販売完了品。※別途ディスプレイドライバー導入必須 

MPC Studio(ブラック)：モバイル性に優れた薄型軽量な MPC Studioシルバーのブラックモデル。販売完了品 

MPC Studio(シルバー)：PC/ソフトウェアベースでの制作を前提とした薄型軽量な MPCモデル。販売完了品 

MPC Renaissance：MPCの操作性/デザインを継承しながらソフトウェアベースでの制作に移行したモデル。販売完了品。 

 

MPC対応状況 
 

■製品対応状況はこちら※最新バージョン MPC2.11 

・MacOS OS12(Monterey) OS10.15(Catalina)  OS10.14(Mojave)  OS11(Big Sur) 

・Windows 8.1 / 10/ 11(要 MPC 2.11) 

 

対応状況例： 

●Currently Not Supported(サポートしていません) 

●Supported - Available in latest MPC software package(最新のソフトウェアで対応) 

●Supported - v3.3.1(サポートしていますがドライバーの更新/インストールする必要あり) 

●In Testing(動作検証中) 

 

MPCSoftware とは 
 

MPC Software 2.xはWin/Macで使用可能な DAWになります。旧バージョンは 1.9.xになります。 

① VSTプラグイン音源（別売り）等を使用することができます。 

② MPCソフトウェア自体をプラグインとして他社製品 DAW上で起動しミックス、マスタリングも可能になります。 

特に上記 2点がスタンドアローン MPCとの違いです。 

 

付属ソフトウェアの入手は 
 

付属ソフトは akaipro.comにてアカウント作成/製品登録後にダウンロード可能になります。 

 

① MPCStudioシリーズを使うにはまずアカウント作成>製品登録を行う必要があります。 

② MPCLive/Live II/One/Xユーザーの場合：最初はスタンドアローンでビートを組むところから始めて少しずつ操作に慣れ

ていきましょう。 

 

付属ソフトウェア導入手順はおおまかに下記のようになります。 

 

① Akaipro.comで akaipro専用のアカウントを作成 

②  (21)から始まる製品シリアルで製品登録 

③ 製品登録後にソフトウェアのダウンロード/インストール 

④ 認証が必要なソフトの為の ilok license managerをダウンロード 

⑤ ilok license managerのインストール > ilok専用アカウント作成 

⑥ ilok license managerにサインインして、認証コードの入力 

 
導入に関するトラブルシューティングは巻末にあります。 

http://akai-pro.jp/mpc-touch/overview.php
https://support.akaipro.com/en/support/solutions/articles/69000814052-akai-pro-macos-12-monterey-compatibility
https://inmusicbrands.force.com/akaipro/s/article/macOS-10-15-Catalina-and-iOS-13-Support-for-Akai-Pro
https://inmusicbrands.force.com/akaipro/s/article/macOS-Mojave-10-14-and-iOS-12-Support-for-Akai-Pro-Products
https://inmusicbrands.force.com/akaipro/s/article/macOS-11-Big-Sur-and-iOS14-Compatibility-for-Akai-Pro
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アカウントの作成～製品登録まで 
① akaipro.comのページにアクセスします。開いた画面右上の ACCOUNTをクリックします。以降は全

て英語ページになります。ブラウザによっては翻訳機能がありますので必要に応じてお使いください。 

 

 
 

② ACCOUNTをクリックして画面が切り替わったら CREATE ACCOUNTをクリックします。 

※すでにアカウントをお持ちの方はここでサインイン/SIGN INできます。 

※すでにアカウントをお持ちでパスワードをお忘れの場合は、PASSWORD枠の下 FORGOT YOUR 

PASSWORD? からパスワードを復旧してください。 

 
 
 
 
 
 

https://www.akaipro.com/
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③ CREATE ACCOUNTの画面に切り替わると入力欄が表示されます。下図を参照し、必要項目をすべて入

力して NEXT STEPを押してください。 

 
 
④ inMusic Brandsが擁する全てのブランドが表示されます、今回登録した AKAIのアイコンをクリックします。

それ以外で既にお持ちのブランドがあればチェックをいれてください。下図、赤丸のチェックを入れて

CREATE ACCOUNTを押して次に進みます。 
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⑤ 先ほど入力・登録したメール宛に確認のメールが送信されます。メールボックスを開き、メールを確認した

ら Confirm Your Accountをクリックしてください。これでアカウント作成は完了です。 

※メールが見つからない場合は、迷惑メールフォルダなどに入ってないかお確かめください。ここまで済めばアカウントの作成は完了です。※メール

が見つからない場合は、迷惑メールフォルダなどに入ってないかお確かめください。 

 
 
⑥ Akaipro.comアカウントにログインします(①②参照) REGISTER NEW PRODUCTを押して製品登録へ進

みます。※ログイン時に入力がはじかれるような場合は、ブラウザを変えるか、Cookieやキャッシュ等を全

てをクリアしてお試しください。 

※ログイン時に入力がはじかれる場合、ブラウザ変更、Cookieやキャッシュをクリアしてお試しください。 

 
 

 
⑦ 切り替わった画面で製品シリアルを入力します。この(21)から始まるシリアルは製品底面か製品箱にステッ

カーで貼り付けられていますのでご確認ください。入力が終わったら CHECK SERIALを押します。 

 
 
 
 
 

https://www.akaipro.com/
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⑧ CHECK SERIALを押すと画面下に製品の写真が表示されますので REGISTER YOUR PRODUCTボタ

ンを押して次に進みます。 

 
 
⑨ ・DATE OF PURCHASE/購入日の欄の右端のアイコンをクリックするとカレンダーが表示されますので購

入日、または今日の日付を選択してください。 

・PURCHASE LOCATION/購入店は英語のみの入力になりますので英語に置き換えて入力してください。

例)楽天>RAKUTEN 

※購入日や店舗が不明な場合は今日の日付と販売店には Aを入力して進めてください。 

全ての入力が終わったら REGISTER YOUR PRODUCTボタンを押して次に進みます。 

 
⑩ 製品登録が完了すると、付属ソフトウェアがダウンロードできる状態になります。 

●更に製品登録するには REGISTER NEW PRODUCTをクリックしてください。 

●ソフトウェアをダウンロードするには VIEW DOWNLOADSをクリックします。 
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⑪ 下図の右枠内の各ソフトウェア名をクリックする事でダウンロードリンクや、認証コードが表示されるように

なります。 

 
 

MPC X/MPC LIVE Ⅱ/MPC ONEの場合はソフトウェアごとのダウンロードリンクが表示されます。 

DLリンク横に認証コード(または GET ACTIVATION CODEボタン)が表示されているソフトウェアや、MPC SOFTWARE 2

の場合はダウンロードしてインストールしたら iLok License Managerの導入の項目までお進みください。 

 

※ダウンロードリンクがソフトウェアごとのリンクではなく、一つだけの場合は次の説明に続きます。 

■統合インストーラーの場合 

ダウンロードリンクはWin/Mac用でそれぞれ一つ表示されます。 

 

 
 
 

※複数のソフトをまとめて導入する為のインストーラーになります。 

次のページ 『付属ソフトウェアのインストール』 へ進みます。 
 

※ソフトウェアには認証が必要なものあります。iLok License Manager(https://www.ilok.com/)を導入してください。 

※ダウンロードしただけではソフトウェアをお使いいただけません。必ずインストールまで完了させ、必要な場合は認証コードを使用して

認証まで完了させてください。 

 

https://www.ilok.com/
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付属ソフトウェアのインストール※統合インストーラーの場合 
 

最近はスマートフォン等のアプリでダウンロードとインストールが一括して行われることが多いかと思います

が、PC/Macではダウンロードはソフトウェアの入手、インストールはソフトウェアの導入として別々に行います。 

 

また、実際に使えるようになるまでにはインストール後に、 

 

・MIDIコントローラーやキーボードを選択/設定(DAW等で MIDIキーボードを使用するために必要。パッドやフ

ェーダー、ノブも同様に接続しただけでは反応しません。) 

 

・パッドやフェーダー等とマッピング(ソフトウェア上の任意の場所と紐づけることで操作ができるようになる) 

 

・サウンドの出力設定(デフォルトでは PCのスピーカー等が設定されていますが、任意の出力先を設定・オーデ

ィオインターフェースなどをお持ちの場合に必要)、等々あります。 

■初めての音楽制作、DAW、DTMに挑戦される方には難しく感じられることもあるかと思いますが、一つ一つ

確認していくことで大抵のことは解決します。製品マニュアルは必ず熟読しましょう。 

 

統合インストーラー(複数のソフトをまとめて導入する為のインストーラー)の場合、下記手順をご参照ください。 

 

① ダウンロードしたインストーラーをクリックして起動させます。Let’s Go!を押して進みます。 

 

 
 

画面右下の NEXTを押して進みます。 
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画面右下の NEXTを押して進みます。 

 
 
 
 
 

最後に FINISHを押すと、ダウンロードリスト画面になります。 
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ダウンロードリスト画面になり、ダウンロードが始まります。緑色のプログレスバーが進みますので完了ま

で待ちます。 

 
 

認証が必要なソフトウェアのリストには Get Activation Codeの表示がありますので、押すと

akaipro.comのアカウントに移行し、認証コードを確認できます。 

 

ダウンロードが完了したソフトウェアの右横に Install / インストールボタンが表示されますので押してイン

ストールを進めます。インストールが完了したソフトウェアは Installedになります。 

 

 
※認証が必要なソフトウェアは iLok License Manager(https://www.ilok.com/)を導入してください。 

 
※ダウンロードしただけではソフトウェアをお使いいただけません。必ずインストールまで完了させてください。また、認証が必

要なソフトウェアは下記、iLok License Managerの導入を参照して、認証まで完了させてください。 

https://www.ilok.com/
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iLok License Managerの導入 
 

https://www.ilok.com/ にアクセスし、任意の iLokをダウンロードします。 

 

 
 

※ダウンロードした iLok License Managerは圧縮ファイルです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.ilok.com/
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ダウンロードした iLok License Managerは圧縮ファイルですので、そのままでは開くことができませ

ん。必要に応じて解凍・圧縮ソフトを導入してください。 

 

※導入方法・使用方法などに関しましてはサポート出来かねますので予めご了承ください。無償版/フリー

の圧縮・解凍ソフトで有名なものでは Lhpaplus/WinRAR/7-zip/The Unarchiver他、があります。 

 
 

解凍後のファイル・フォルダの中に実行ファイルがありますのでクリックしてインストールを進めます。 

 

Windowsの場合：.exe拡張子 ・Macの場合：.dmg拡張子 ※下図はWindowsの場合になります。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

インストールが完了したら iLok License Managerを起動させます。 

 

Windowsの場合：デスクトップ上のアイコン、またはWindowsスタートメニューから起動させます。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

Macの場合：デスクトップ上のアイコン、または移動>アプリケーションから起動させます。 
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iLok License Managerを起動 
 

1. アカウントをお持ちの場合はすぐに Sign in出来ます。 

 
 

下図参照 

 
 

2.  User IDと Passwordを入力してサインインしてください。 

・アカウントをお持ちでない場合は Create New Accountへお進みください。 
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iLok License Manager用のアカウントを作成する 
Create New Accountをクリック後自動的にブラウザが開き、iLokアカウント作成ページに移動します。 

 

下図を参照していただき、必要項目をすべて入力して進めてください。 

このセットアップガイドでは iLokアカウント名である User IDを仮に『mmark.co.jp』とします。 

 

※入力は全て半角英数字のみ。アカウントの作成が完了すると、iLok License Managerにサインインで

きるようになります。 
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iLok License Managerサインイン後 
 

iLok License Managerにサインインすると下図のように一覧が表示され、ステータスが確認できます。 

 

初めて iLok を導入された場合は、このリストは空です。 

 

 
 
 

一覧からそれぞれのソフトウェアの認証の状況が確認できます。 

 

 
 

●グレーアウトしているリストはデモ版の試用期限が過ぎ、使用不可の状態を示しています。 

 

●Expiration Dateは試用期間/期限が切れた日になります。 

 

●Deposit Dateは認証コードを入力した日、iLokに追加した日になります。 

 

●Activationsでは認証権限移動済み、使用済みの回数を表示しています。 

 

例えば 

 ・1 of 2 Activations used = 2回(2台まで可)の認証のうち 1回を使用している状態です。 

 ・0 of 2 Activations used = 認証コードを入力しただけで、未使用の状態です。 

 

という事になります。 
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認証コードを入力するには 
 

iLok License Manager右上(赤丸部分)をクリック、または License>Redeem Activation Codeから入力

ウインドウを開きます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Enter Activation Code/アクティベーション(認証)コード・ウインドウが開きますので、お手持ちのコードを

入力し、問題なければボックスに緑チェックが表示されます。全ての入力が終わったら Nextを押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ここで下記のようなメッセージが出た場合、サポートページのお問い合わせフォームから iLok IDと認証コ

ードをお知らせいただけますでしょうか。 

 

US本社に認証コードのリセット申請を行います。※リセット完了までにはお時間をいただく場合がござい

ますので、予めご了承ください。 

 

メッセージ例) 

・The code redemption limit has been reached. Please enter a different code. 

・the activation code cannot be used. no redemption are available. 

https://www.inmusicbrands.jp/support/akaipro/
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認証コードのロケーションを選択 
 

次の画面では認証コードを置くロケーションを選択します。 

 

ここまですべて完了させて初めて制限なくソフトウェアを使用できるようになります。 

 

完了後はこの認証コードのロケーション設定を行った PCでのみプラグインが使用できるようになります。 

 

※ソフトウェア起動する際には事前に iLok License Managerでのログインは必要です。 

 

●Review licenses to be activated - 入力した認証コードに紐づくプラグインソフトウェアの名前が表示さ

れます。認証コードによっては一つのコードで複数のプラグインを認証する場合もあります。 

 

●Select a location - 認証コードによる使用権限をどの PC(ロケーション)に持たせるか選択します。 

 

① 現在サインインして使用している PCに認証権限を持たせる/ロケーション設定する場合、

DESKTOP(または任意の PCネーム)を選択します。Redeemが Activateに変わりますのでクリック

して完了させます。一覧では 1 of 2表示になります。認証回数を一回分使用した事になります。 

 

② mmark.jp(自分の iLokアカウント)を選択し Redeemした場合、iLokアカウントに認証コードを登録し

ただけの状態になります。一覧では 0 of 2表示で未使用表示となり、いつでも認証を行うことができ

ます。※次の項参照 
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認証を解除する・再度認証の操作を行う場合 
 

iLokアカウントの一覧からプラグインを選択します。次に画面右下の Show Detailsを押して開いた画面

で、認証/認証解除する事ができます。※現在サインインしている PC(ロケーションで)のみ有効です。 

 

Activate – ロケーションを選択してプラグインの認証をする(認証権限を置く)※前項参照 

Deactivate – 現在 iLokでサインインしている PCに置いている認証権限を解除し、iLokに戻す。1of 2が

0of 2に変わります。 

新しい PCに環境を移行する場合、事前に Deactivateしておくことで再度認証可能です。 

 

iLok License Managerによる認証が終わった後で 
 

DAW でプラグインとして立ち上げたい場合、DAW 内でプラグインフォルダとして設定し、スキャンする必

要があります。 

ソフトウェアや PC などの環境により異なる場合がありますが、基本的には下記フォルダにインストール/

収納されています。 

 
●Windows (64-bit):C:Program Files/Steinberg/vstplugins 
 
●Mac:Macintosh HD/Library/Audio/Plug-Ins 
 

※他社ソフトウェアの各種設定や仕様詳細に関してはサポート外となります。ご案内出来かねますので予

めご了承ください。 
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トラブルシューティング 
 

① 認証画面で下記メッセージが出た場合 

・The code redemption limit has been reached. Please enter a different code. 

・the activation code cannot be used. no redemption are available. 

 

② 使用していた PCが壊れてしまい iLok License Managerが起動できなくなった場合 

➊❷のケースでは認証コードのリセットを行いますので AkaiProfessionalサポートページのお問い合わ

せフォームから iLok IDと認証コードをお知らせください。 

 

③  (Windows)Software Component Unavailable メッセージが表示された場合 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

この作業は慎重に行ってください。誤った操作をしたり PCに何らかのトラブルが発生しても一切責任を

負いかねますので予めご了承ください。 

 

❸ Windowsのコントロールパネルから『システムとセキュリティ』を開き、管理ツールへと進みます。サー

ビスを開き、その中にある PACE License serviceを右クリックしてプロパティを開きます。スタートアップ

の種類を自動（遅延開始）に設定し、適用を押します。その後 iLokを再起動させます。 

 
 

Mac OSでよくあるご質問 
 

macOSのアップデートに伴い、内部の仕様変更によるトラブルが多く見られます。 これらを解決する

には、mac内部のそれぞれの設定をご確認いただき、確実に設定変更を行っていただく必要がありま

す。 

 

また、一度では解決しない場合もあるかと思いますが、根気強く何度かお試しいただく事で改善され

るケースも少なくありません。 

 

Macの機能や操作方法等に関しましてはお問い合わせいただいてもご案内できかねます。また、各種

操作はご自身の責任において行ってください。操作によって生じた故障又は損害などに関しては一切

の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 
 
 
 
 

https://www.inmusicbrands.jp/support/akaipro/
https://www.inmusicbrands.jp/support/akaipro/
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MIDI機器・ソフトウェアが正常に動作しない 
 

■MIDI機器・ソフトウェアが正常に動作しない・認識されない場合、機器を認識させる為に必要なドライバ

ー/ソフトウェアがmac内部のセキュリティーによってブロックされている可能性があります。 
 

macOS Sierra(10.12)以降、以前の OSバージョンでは表示されていた『すべてのアプリケーションを許

可する』設定が非表示になりました。下図参照 
 

mac左上のリンゴマーク(アップルメニュー)からシステム環境設定>セキュリティーとプライバシーを開い

た状態、左が非表示の状態、右が表示させた状態 
 

 
 

必ず、設定を表示させた状態でドライバー等をインストールしていただく必要があります。 
 

下記はその手順になります。 

 

■すべてのアプリケーションの実行を許可する方法 
 

macのファインダーから移動>ユーティリティ>ターミナルを選択 
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ターミナルが開いたら下図の様に『sudo spctl --master-disable』を一字一句同じように入力し、最後に

ENTERを押します。下の段に移動しますので mac起動後に入力する管理者パスワードを入力して

ENTERを押します。パスワード入力時は非表示ですが入力されています。 
 

 
 

次のステップで、アプリケーションを許可する設定に変更できたかを確認します。 
 

■mac左上のリンゴマーク(アップルメニュー)からシステム環境設定>セキュリティーとプライバシーを開き

設定が反映されているかご確認ください。 
 

設定変更が反映されていれば、下図の様になっているかと思います。 
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※一度でうまくいかない場合は何度かお試しください。 

※mac内部設定の変更となります。全て自己責任でのご対応となります。予めご了承ください。 
 
 

設定変更が反映され全てのアプリケーションを許可になっていることを確認した上で、必要なドライバー、

またはソフトウェアを再度インストールしてください。 
 

オーディオインターフェースが認識しない・使用できない 
 

■アプリケーションへのアクセス許可設定を確認する。 
 

macOS Mojave(10.14)以降、オーディオをインプット/アウトプットする機能がある機器・オーディオインタ

ーフェース機能を持つ機器やマイクに対してアプリケーションへのアクセス許可設定を必ず行う必要があ

ります。 

 

① mac左上のリンゴマーク(アップルメニュー)からシステム環境設定>セキュリティーとプライバシーを開

き、プライバシータブに切り替えます。 

 

② 左欄をマイクやアクシビリティー等に切り替えてひとつづつ確認します。右枠に使用する予定のソフト

ウェアのアイコンが表示された場合は、チェックを全て入れて、アプリケーションへのアクセスを許可し

ます。 

 
※参考写真では Serato DJが表示されていますが、ここは使用されるソフトによって変わります。オーディオインタ

ーフェースと組み合わせて使用する DAW等の名前が表示される場合もあるかと思います。 

 

※必要に応じて左下の『変更するにはカギをクリックします。』を解除します。 

 

 
 

※mac内部設定の変更となります。全て自己責任でのご対応となります。予めご了承ください。 
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その他のケース – MIDI機器が認識されない 
 

■AUDIO/MIDI設定での接続/認識を確認する。 

何らかのタイミングでMIDI機器を接続しているにもかかわらず、認識が外れてしまう、正常に認識されて

いないという場合がありますので ① まず認識を確認する。 ② 再認識させる、必要があります。 

 

① Macのファインダーから AUDIO MIDI設定を開きます。 

 

 
② AUDIO MIDI設定を開いたままでもう一度、 

ファインダーからウインドウ>MIDIスタジオを表示を選択します。 

 

■通常は接続している全 MIDI機器のアイコンと名前がこの MIDIスタジオウインドウ内に表示されます。 

 

下記、いずれかの場合は機器を再認識させる必要がありますので手順にしたがって進めてください。 

●アイコンが表示されていない 

●アイコンが表示されているがグレーアウトしている 
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③ 開いた MIDIスタジオ内の(赤く囲まれた部分)プルダウンメニューから新規構成を選択します。写真で

は名前がデフォルトになっていますが任意で名前を付けられるところですのでユーザー様の状況によ

って表示名は異なります。 

 

 
 

④ 開いたプルダウンメニューから新規構成を選択します。 

 
 

⑤ 名前を入力し、OKを押すと現在接続している全ての MIDI機器を再スキャンします。 

画像では『test』と入力していますが、わかりやすく機器名でも構いません。 

 
この方法で認識していない MIDI機器を再認識させることができます。 

 

※一度でうまくいかない場合は何度かお試しください。 

※mac内部設定の変更となります、全て自己責任において行ってください。 


